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して,フラス トレー トした系のエネルギーまたはポテンシャルは,第 1図のように,でこぼこ







第 1図 スピングラスのポテンシャル 第2図 3角セルのフラストレーション7)
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第3図 3角セル(第2図 )のエネルギー7) 第4図 4つのスピンのフラストレー ション7)
up)か ら7n--3(alldown)に移る経路としてQi, abcdとab′C′dの2通 りあるO第
4図のように,フラス トレー トした4つのスピン系でも,同様に2つの ｢等エネルギー経路83)
が存在する｡第5図のようにN個のスピン系に拡張 しても全 く同様に2つの等エネルギー経
路が存在する｡
第6図(a)には,フラストレー トした有限格子を示 した｡ このエネルギー図を,横軸に磁化
仇 をとって,示したのが第 6図 (b)である.概略的には,第 1図によく似ている｡また,第7
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第6図 (a) プラストレー トした格子の例｡
』はフラストレー トしたセルを表す｡











§3 7ラス トレー トした系のダイナミックス7)
以上のように,フラス トレー トした系は,外場の影響を受け易 く7),こういう系のダイナミ
ックスは,通常のものとは,大いに異なるものと期待 される｡低温側では,緩和時間は, どん
な温度でも非常に長 く,温度が下るほど益々長 くなる｡
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